
 

 

令和元年度（平成３１年度） 学校経営計画に対する最終評価報告書 
石川県立金沢二水高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 
１ 学習指導： 

探究型授業を推進

する。アクティブ

ラーニングの手法

を効果的に導入し

て、生徒の自主的

な学習態度を養成

する。 

① 生徒が「予習→授業→復習」

の学習サイクルを確立し、主体

的に学習に取り組むようにす

る。 

平日の家庭学習時間の平均が３時間以上である

生徒の割合が 

Ａ：８０％以上  Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

 

１２月 生徒アンケート結果 

よく･おおむねあてはまると答えた割合 

 １年生：４０.９％ （３５.０％） 

  ２年生：３２.６％ （４５.５％） 

  ３年生：９０.８％ （９３.１％） 

 全 体：５４.８％ （５７.８％） 

                      【達成度Ｄ】 

・前年同期と比較すると全体で３ポイントも減少した。１年生
が5.9ポイント増加したものの、３年生は2.3ポイント減少、２
年生は12.9ポイントも減少した。２年生は中だるみが指摘され

る学年であるが、この学年は１年次にも前年より大きな減少を
示しており、３年次に向け学習習慣の定着を促していく必要が
ある。 

・今後は時間の確保はもちろんのこと､家庭学習における質の
向上も目指す必要がある。 

② 変化の激しい社会の中で、生

徒が将来様々な問題や課題に直

面しても対応できる論理的思考

力や表現力を身につけるように

授業改善を推進する。 

「授業を通して思考力が高まった」、「授業を

通して表現力が高まった」の問いに対して「あ

てはまる」と答える生徒の平均が 

Ａ：５０％以上  Ｂ：４０％以上 

Ｃ：３０％以上  Ｄ：３０％未満 

 

１２月 生徒による授業評価結果 

「あてはまる」と答えた割合 

 思考力が高まった：３８.７％ 

         （３３.８％） 

 表現力が高まった：３３.６％ 

         （２９.３％） 

      平 均：３６.２％ 

         （３１.６％） 

             【達成度Ｃ】 

・前年同期と比較すると4.5ポイントの上昇となっている（思
考力4.9、表現力4.3）。学年別では、１年生37.0%(前年同期比
+5.3)、２年生30.9%(同+3.1)、３年生40.4%(同+5.0)と、どの

学年も上昇し、３年生が最も高くなっている。 
・本年前期と比較すると、全体で1.7ポイント上昇した（思考
力+1.2、表現力+2.2）。この傾向は前年度と同じである。 

・総合的な学習の時間の課題探究や、ＡＬ(アクティブラーニ
ング)型授業など、表現する機会が増えてはいるが、生徒とし
ては表現力が高まったとはまだまだ実感できていないようであ

る。様々な機会を通して表現力を高めていく必要がある。 
③ 授業やあらゆる学校行事の機

会を利用して、自分の意見や調

べたことを発言・発表できる場

と雰囲気をつくり、失敗をおそ

れずに応答や意見発表ができる

生徒の増加を図る。 

「授業中に積極的に発言・発表することができ

る」と答える生徒が 

Ａ：７０％以上  Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５０％以上  Ｄ：５０％未満 

 

１２月 生徒アンケート結果 

 よくあてはまる  ：１３.５％ 

          （１２.５％） 

 おおむねあてはまる：３４.６％ 

          （３６.１％） 

        合 計：４８.１％ 

          （４８.６％） 

             【達成度Ｄ】 

・前年同期とほぼ同じで、わずかに全体で0.5ポイント減少し

た。学年別では１年生52.6%（前年同期比+8.6）、２年生40.2%
（同-4.6）、３年生51.4%（同-5.6）と１年生だけが増加し、
最も高くなっている。 

・本年前期と比較すると全体で0.4ポイント上昇した。これは
昨年同期の上昇率と同じである。 
・ＡＬ型授業や課題探究などで発表する機会は増加している

が、自らの意思で能動的に発言することのできる生徒はまだま
だ少ない。まずは、小グループ内で発表する機会を増やし、能
動的・積極的に発言を行うことに慣れる必要がある。 

④ 探究型授業の基盤となる豊か

な知識を身につけるため、生徒

の読書活動を推進する。また、

二水版ビブリオバトル（競技ス

タイルの書評プレゼン大会）を

充実させることにより、的確な

発信力の育成にも一層努める。 

図書の貸し出し冊数が 

Ａ：3,000冊以上  Ｂ：2,800冊以上 

Ｃ：2,600冊以上  Ｄ：2,600冊未満 

 

年間の図書の貸し出し冊数 

                 ３,８０１冊  

                (２,９１６冊) 

                       【達成度Ａ】  

  

・図書の貸し出し冊数は、昨年度より 30.3％増加した。この増
加は、授業における図書館利用の他、１学期１学年の朝読書（集
団読書）の取組（貸出冊数には入らず）等により読書の機会が広

がった為と思われる。今後とも図書館の整備、様々なコーナーの
設置等により、読書活動の推進に努めたい。 
・今年度のビブリオバトルでは、流れを動画で説明し、理解の促

進を図ることで円滑な取組を促した。結果、プレゼン後の相互評
価のコメント内容が昨年度より充実し質が向上した。振り返り
では、プレゼンの構成を意識しつつ的確に伝えられたかどうか、

着目している様子が窺えた。 

学校関係者評価委員会の評価 ・１,２年生の時期は部活動をしっかりやりながら、短くともしっかりとした学習習慣を付けさせることが大切ではないか。 
・日本の学生は、人前での発表や発言にあたり正解を答えなければという意識が強いように思う。自由な応答を行う場面を増やしてはどうか。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・家庭学習については、学年に応じた目標や指導の工夫もしながら、学習習慣の定着に向けた指導に取り組んでいく。 
・総合的な探究の時間や、各教科の特徴に応じて生徒への問いや発表場面を工夫し、さらに生徒の発信力を高めていく。 



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

２ 進学指導： 

保護者との連携を

深め、高い進路目

標を強い意志を持

って実現する生徒

を育成する。 

① 担任面談、学年集会、進路講

演会、進路説明会等で、積極的

に情報を提供することによっ

て、より高い志望を掲げ、その

志望を貫ける生徒を育てる。 

３年生の９月段階で難関大・金大を志望する生

徒の割合が 

Ａ：６５％以上 

Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５５％以上 

Ｄ：５５％未満   【今年度新規】 

９月 ３年第２回志望校調査 

 難関大・金大の志望者数 

    ２５２名 全体の６４.６％ 

   （２５０名 全体の６３.５％） 

             【達成度Ｂ】 

・３年４月の69.6％から９月は64.6％と、概ね志望を保つこと

ができた。 

・高い志望を掲げ、その志望を貫ける生徒を育てるためには、

１、２年生からの意識づけが重要であり、課題である。 

② 進路検討会や日常の情報交換

を通じて、授業や部活動で関係

する生徒の成績を把握し、進路

志望について助言に努める。 

 

「授業を受け持つ生徒や顧問をしている部の生

徒の成績を把握し、進路志望についての助言に

努めているか」の問いに対して、「よくあては

まる」または「おおむねあてはまる」と答える

教員の割合が 

Ａ：９０％以上  

Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上 

Ｄ：７０％未満 

１２月 教職員アンケート結果 

 よくあてはまる  ：２９.９％ 

          （３１.４％） 

 おおむねあてはまる：５８.２％ 

          （５１.４％） 

                合計：８８.１％ 

              （８２.８％） 

              【達成度Ｂ】 

・７月と比べ「よく」の割合は0.1ポイントの減少で、ほぼ変

化がなかったが、「おおむね」の割合は5.3ポイント増加した。

昨年同期との比較でも全体で5.3ポイント増加した。 

・今後も、生徒の志望状況の変化が把握できるよう、進路希望

調査や模試ごとに、職員全体に情報提供を行いたい。 

・進路検討会や学年会での情報交換を活発に行い、進路志望に

ついて、きめ細やかな助言ができるように、指導体制をつくっ

て行きたい。 

③ 保護者懇談や保護者対象の進

路説明会、生徒への面談をとお

して、生徒の進路に関して保護

者と緊密な情報交換を行い、信

頼関係を築く。 

「本校の進路指導や保護者への情報提供は適切

であるか」の問いに対して「よくあてはまる」

または「おおむねあてはまる」と答える保護者

の割合が 

Ａ：９０％以上 

Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上 

Ｄ：７０％未満 

１２月 保護者アンケート結果 

 よくあてはまる  ：１９.８％ 

          （１９.２％） 

 おおむねあてはまる：６４.１％ 

          （６２.３％） 

                合計：８３.９％ 

                 （８１.５％） 

             【達成度Ｂ】 

・７月時点に比べ、「よく」の割合は4.6ポイント増加し、「お

おむね」の割合は0.7ポイント増加した。昨年同期との比較で

も全体で2.4ポイント増加した。 

・次年度も、入試制度の変更について、進路説明会、保護者懇

談などの機会を含め、随時、的確な情報提供に努めたい。 

・全学年とも面談および懇談を丁寧に行い、信頼関係を深めた

い。 

 

④ 担任面談、学年集会、進路講

演会、進路説明会等で目標達成

に向けての生徒の取り組みを評

価し、意欲を高めるとともに、

入試対策を充実させることによ

り進路実績の向上を図る。 

現役合格者数が 

Ａ：金大が８０以上かつ難関大が３０以上 

Ｂ：金大が８０以上かつ難関大が３０未満 

Ｃ：金大が８０未満かつ難関大が３０以上 

Ｄ：金大が８０未満かつ難関大が３０未満 

【今年度新規】 

金沢大現役合格者数  ６９人 

          （６２人） 

難関大現役合格者数  １５人 

          （１８人） 

 

【達成度Ｄ】 

・金大は昨年度に比べ、７増加した。前期での受験者数は、昨

年度から１２減少、合格者数は１０増加し、５４であった。 

・難関大は昨年度に比べ、４減少した。前期での受験者数は、

昨年度から５減少、合格者数は３減少し、１３であった。 

・強い意志をもって進路目標に向かい、それを達成できる学力

の育成を図りたい。 

学校関係者評価委員会の評価 個々の生徒に応じた進路指導がなされている様である。先生の一言が生徒のモチベーションにもつながっていくので、今後もしっかり指導を継続してもらいたい。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・大学入試の転換期にあたり、さらに情報収集に努め、教員内で情報共有するとともに保護者や生徒に適切に情報を伝えていく。 
・学習進度の適正化を図り、生徒のやる気と自信を引き出し、自分の志望を最後まで貫き粘り強くチャレンジする生徒の育成に努める。 

  



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

３ 生徒指導･部活動： 

人間形成に主眼を

おいた生徒指導を

行い、進学校にふ

さわしい部活動を

追求する。 

 

① 効率的な部活動による生徒の

学習時間の確保や、学習環境の

整備に努めるとともに、部員が

主体的に活動する指導を工夫

し、技能や成績を向上させる。

部活動で得た自信を勉学につな

げ真の文武両道を目指す。 

① 「勉強と部活動の両立ができている」と答え

る割合が 

Ａ：８０％以上  Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

 

② 高校総体の学校順位が 

Ａ： ８ 位以上  Ｂ：１０位以上 

Ｃ：１２位以上  Ｄ：１３位以下  

 

① １２月 生徒アンケート結果 
 よく･おおむねあてはまると答えた割合 

 １年：７６.４％ ２年：７２.０％ 
     （７０.９％）  （６５.０％） 
 ３年：８５.５％ 全体：７８.０％ 

      （８４.０％）    （７３.３％） 
                          【達成度Ｂ】 
② 県高校総体の学校順位 

 男子１４位 女子 ７位 総合 ９位 
（男子２９位 女子 ５位 総合１４位） 
                          【達成度Ｂ】 

①各学年とも上昇している。特に１・２年生が５ポイント以上
高くなっている。３年生に関してはここ数年で最も高い数値で

ある。今後も「部活動を３年間、勉強と両立しながらやり切っ
た」という達成感をもてる部活動を追求していく。 
②今年度は若干女子の順位が下がったが、男子が頑張り、総合

で10位以内に返り咲いた。しかし、今年度は部活動の加入率は
76％で、ここ数年で最も低い値であり、部活動を巡る様々な改
革や生徒の気質変化等も鑑み、それらに適応した運営を考えて

いかねばならない。 

② 生徒が挨拶を自ら積極的に行

うよう、教職員が一致した指導

を行い、生徒の自覚を高める。 

「挨拶はしっかり行っている」と答える生徒が 

 Ａ：６０％以上  Ｂ：４０％以上 

 Ｃ：２０％以上  Ｄ：２０％未満 
 

１２月 生徒アンケート結果 
 よくあてはまると答えた割合 
 １年：４９.２％ ２年：３８.３％ 

      （３４.６％）  （３１.１％） 
 ３年：４０.７％ 全体：４２.７％ 
      （３５.６％）  （３３.８％） 

                          【達成度Ｂ】 

昨年同期より10ポイント近くも高い数値である｡特に１年生で､
ほぼ半数がしっかりとやっているとの自覚がある。今後も、今
年度積極的に挨拶運動を続けている野球部や、生徒会執行部等

の生徒たちを中心とし、教職員も範を示し続けながら、積極的
に挨拶を行う生徒を育てていく。 

③ 本校の「いじめ防止基本方

針」に基づき、いじめアンケー

ト、個人面談・保護者懇談や学

校行事等の取り組みを堅実に実

施することで、いじめの発生を

防ぐ。 

「十分取り組んでいる」と「取り組んでいる」

の割合が 

Ａ：９５％以上  Ｂ：９０％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

 

１２月 教職員アンケート結果 
 十分取り組んでいる：６３.２％ 

          （５１.４％） 
 取り組んでいる  ：２９.４％ 
          （４７.１％） 

 合 計：９２.６％ （９８.５％） 
                【達成度Ｂ】 

昨年同期より5.9ポイント下がっている。日頃の目配り・気配
りに加え、いじめアンケート、個人面談、保護者懇談、各種講

座・研修、ストレス調査、挨拶運動、二水アクト・ライブ、二
水祭等々での「いじめ防止基本方針」に則った細かな指導と、
情報の早期把握と共有等に力を注いでいく。 

④ 日頃からの生徒観察をとおし

て気づいたことを見過ごさず、

学校全体が連携して、心身の調

和を基盤とした生徒の人間形成

を図る。 

「担任・教育相談室・保健室等と連携し、問題

（悩み）等を抱える生徒の早期発見・早期解決

に努めているか」の問いに対して「よくあては

まる」「おおむねあてはまる」と答える教員の

割合が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８０％以上 

Ｃ：５０％以上  Ｄ：５０％未満 

１２月 教職員アンケート結果 

よくあてはまる    ：５７.４％ 
         （５８.６％） 
おおむねあてはまる：３８.２％ 

         （３５.７％） 
 合計：９５.６％ （９４.３%） 
             【達成度Ａ】 

「よくあてはまる」の割合は1.2ポイント減少したが、「おお

むねあてはまる」が2.5ポイント上昇したため、昨年に比べて1
.3ポイント増加した。しかしながら、この項目は、職員全員が
努めるべき項目であり、100％を目指して生徒の指導に当たっ

ていかなければならないと考える。 

⑤ 部顧問や保健体育科等と連携

し、生徒自身がけがの予防(熱中

症予防含)、傷病時の対応等(Ａ

ＥＤ講習、応急処置等)ができる

よう指導を行い、自己管理能力

を高める。                                         

保健室の外科的利用の件数が、 

Ａ：４００件未満  Ｂ：５００件未満 

Ｃ：６００件未満  Ｄ：６００件以上 

 

年間の外科的利用件数 

                 ３８５件 

             （４７４件） 

                     【達成度Ａ】 

４月「けがの予防」５月「熱中症予防」９月「応急処置」につ
いて、保健委員を対象に保健指導を実施し各クラスで伝達して
もらった。また、７月には全部活動の代表者を対象に「救命講

習会」を実施し、ケガの予防について意識を高めた。さらに、
負傷して保健室に来室した際には、自分でできる応急手当を指
導した。体育授業時のケガの減少は、アップ時の体操の徹底が

成果を出していると考えられる。結果として、外科的利用者数
は昨年度より２０％減少させることができた。 

学校関係者評価委員会の評価 ・挨拶ついての生徒の意識が向上しているのは素晴らしいことである。 
・近年、社会的にセクシャルマイノリティーの問題なども出てきている。外部専門家等も活用しながら適切な対応が必要となる。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・挨拶については生徒の意識と教員の捉えにはやや乖離も見られる。しっかりとした挨拶ができるようにさらに指導を続ける。 
・スクールカウンセラーとの連携や校内研修によって、すべての教員が多様な生徒に対して適切に対応できるよう努める。 



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

４ 教職員が常に改革意

識を持って業務の効

率化をはかり、より

よい教育活動を追求

する。 

 会議運営や文書作成のさらな

る効率化を行い、また、ICTスキ

ルアップや業務の優先順付け等

を通して、教職員の業務効率化

の意識を醸成する。 

「生徒と向き合う時間の確保に努めている。」

の問いに対して「よくあてはまる」と答える教

員の割合が, 

Ａ：８０％以上  Ｂ：６０％以上 

Ｃ：４０％以上  Ｄ：４０％未満 

 

１２月 教職員アンケート結果 

 よくあてはまる    ：４８.５％ 

（４１．４％） 

  おおむねあてはまる：４２.６％ 

          （５１.４％） 

 合計：９１.１％（９２.８％） 

             【達成度Ｃ】 

「よくあてはまる」と回答した教員が昨年同期と比べ7.1ポイ

ント増加した。今年７月と比べても、8.8ポイントと増加が見

られる一方、「おおむねあてはまる」と併せた肯定的回答はわ

ずか1.1ポイントの増加であり、昨年同時期よりも1.7ポイント

減少している。次年度はさらに業務の精選や効率化の意識を高

めると共に、業務分担の平準化についても配慮したい。 

学校関係者評価委員会の評価 部活動の外部委託など、教員が長時間労働で身体を壊さないよう工夫して欲しい 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・教員の部活動の負担については、適切な休養日の設定やや効率的な練習など、様々な工夫を考える。 
・業務の効率化や教材の共有など、多忙か改善に取り組んでいく。 

 


